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趣 旨

• 2050年までのカーボンニュートラル宣言が出され
た中で、エネルギー基本計画、グリーン成長戦略
等が取り纏められました。

• グリーンエネルギ－である風力、太陽光、水素は
CNの主役に位置付けられています。

• これらに焦点を当て、エネ基目標年次である2030
年についてどう臨むか、2050年をどう展望するか
について事業者目線でお考えを伺います。

•内外の動向や国益を踏まえて、あるべき方向につ
いて、認識を深めたいと思います。



演題・登壇者



2050年カ－ボンニュ－トラルの実現（日本）

（出所）2050年カ－ボンニュ－トラルに伴うグリーン成長戦略（6/18/2021）に加筆（赤線）
4

脱炭素手順：電力⇒水素 電力⇒熱・燃料・材料



グリーン成長戦略14分野

（出所）2050年カ－ボンニュ－トラルに伴うグリーン成長戦略（6/18/2021）に加筆（赤枠・線）
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グリーン電力・水素の生成 そしてエネルギ－需要分野ごとの構成



2030年、2050年電源構成の見通し（日本）
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再エネシェア：4割弱（2030年） 5割強（2050年） ⇒水素・CCUSが存在感



世界発電電力量見通し（電源種別、NZEｹｰｽ）

（出所）IEA “Net Zero by 2050”（2021/5）を加工
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構成比の推移（%） 発電電力量の推移（TWh）

再エネシェア：6割（2030年） 9割（2050年） ⇒水素・CCUSで4%



2030年の電源別発電コスト試算（日本）

（出所）発電コスト検証WG（2021/8/3）

基本スタンス変更
・太陽光、陸上風力が最安値に
・原子力、「最安値電源」より後退
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水素経済概念図

（出所）CarbonBriefに加筆（赤枠・線）
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電力・化石より生成 CNではあらゆる分野で大量に利用



水素需給量2050年見通し（世界 NZE）

（出所）IEA “Net Zero by 2050”（2021/5）を加工
10

運輸・産業で大量に利用 LC水素急増・再エネ由来は2030年過半に



水素の分類
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カラーリングで優先性分類 EUではクリーン水素はグリーン（再エネ由来）



生成水素に占める炭素濃度比較

（出所）IEA “The Future of Hydrogen”（2019/6）
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CCUSは生成過程で炭素が残る、Supply Chainでより多く



水素コスト見通し 再エネv化石CCS

（出所）IRENA “Hydrogen：A Renewable Energy Perspective”（2019/9）
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グリーン水素は2040年でブルーと並ぶ（平均） 2025年に凌駕するところも（Best-Case）



主要国（地域）の低炭素水素の需給方針（APSｹｰｽ）

（出所）IEA “Word Energy Outlook 2021”（2021/10）

（注）APS：Announced Pledges Scenario
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取組みが遅れる（輸入中心の）日本



ご清聴、ありがとうございました。
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以下、参考資料



事業者の脱炭素
サプライチェーン排出量（S1,2,3）とは

（出所）環境省
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SC全体で脱炭素化



トヨタ自動車ﾁｬﾚﾝｼﾞ３： 工場CO2ゼロ
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（出所）トヨタ環境フォーラム2015

2035年

自社内脱炭素は当たり前に



洋上風力の潜在量と2018年需要量

（出所）IEA、Offshore Wind Outlook 2019 18

日本の洋上風力の潜在力は電力需要の10倍


